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第23回 大学・専門学校訪問研修会　　　報告兵庫
方面

　

空
が
深
く
澄
み
渡
る
秋
、
10
月
14
日

（
金
）
・
15
日
（
土
）
、
県
下
高
等
学
校

か
ら
保
護
者
・
教
職
員
等
60
名
の
参
加
を

得
て
、
兵
庫
の
大
学
（
校
）
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

大
学
６
学
部
14
学
科
、
短
期
大
学
７
学

科
、
大
学
院
６
研
究
科
を
有
す
る
日
本
最

大
の
女
子
総
合
大
学
。
清
潔
で
美
し
い
施

設
と
充
実
し
た
設
備
に
加
え
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
も
行
き
届
い
て
い
て
、
安
心
で
き

る
環
境
で
あ
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

整
備
さ
れ
た
教
育
環
境
の
下
、
専
門
性

を
高
め
る
面
と
、
学
部
学
科
の
枠
を
超
え

て
交
流
が
深
め
ら
れ
る
学
び
の
場
の
提
供

な
ど
、
総
合
大
学
で
あ
る
強
み
を
生
か
し

て
い
る
点
が
伺
え
、
こ
う
し
た
環
境
の
中

で
結
果
と
し
て
高
い
就
職
率
と
、
一
般
企

業
だ
け
で
な
く
教
員
や
公
務
員
の
合
格
者

も
高
く
、
「
資
格
と
就
職
に
強
い
大
学
」

で
あ
る
こ
と
が
納
得
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
入
学
直
後
か
ら
き
め
細

や
か
な
個
別
指
導
を
実
施
し
て
い
る

「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」
も
見
学
。
香
川

県
と
就
職
支
援
協
定
を
結
ぶ
な
ど
U
タ
ー

ン
就
職
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

学
食
で
昼

食
を
い
た
だ

き
、
学
生
ス

タ
ッ
フ
の
案

内
で
施
設
見

学
を
し
な
が

ら
、
様
々
な

話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
ス
タ
ッ

フ
の
中
に
は

香
川
県
出
身

の
学
生
が
い

て
、
大
学
を
選
ん
だ
理
由
、
将
来
の
希
望
、

親
元
を
離
れ
て
か
ら
の
親
へ
の
思
い
な
ど

を
素
直
に
語
っ
て
く
れ
て
、
日
々
頑
張
っ

て
い
る
様
子
に
温
か
な
気
持
ち
に
な
れ
ま

し
た
。

　

ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ

イ
ル
の
建
築
様
式
で
統
一
さ
れ
た
美
し
い

キ
ャ
ン
パ
ス
と
広
大
な
中
央
芝
生
の
解
放

的
な
空
間
に
ま
ず
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

学
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
中
学
の

頃
か
ら
こ
の

大
学
を
目
指

し
、
英
語
を

意
識
し
て
学

ん
で
き
た
話

や
留
学
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ア
ル
バ
イ
ト

等
充
実
し
た

学
生
生
活
の

話
を
聞
き
、

志
の
高
さ
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
社
会
で

活
躍
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
「
主
体

性
」
「
タ
フ
ネ
ス
」
「
多
様
性
」
な
ど
を

養
う
『
ダ
ブ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
』
は
、

所
属
学
部
の
学
び
に
加
え
て
、
留
学
や
海

外
体
験
・
副
専
攻
の
取
り
組
み
な
ど
、
世

界
を
見
据
え
て
支
援
を
し
て
い
る
大
学
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

同
郷
（
三
野
町
出
身
）
で
あ
る
理
事
長

の
優
し
さ
溢
れ
る
お
話
に
、
ま
ず
親
近
感

を
覚
え
ま
し
た
。

　

今
や
「
電
子
」
だ
け
で
な
く
、
様
々
な

『
ス
キ
ル
』
を
磨
く
た
め
の
15
学
科
も
の

多
彩
な
分
野
に
対
応
し
、
総
合
専
門
学
校

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
対
応
力
と
、
卒
業
生

の
活
躍
を
ベ
ー
ス
に
各
業
界
や
企
業
と
の

密
接
な
連
携
も
あ
り
、
伝
統
の
強
み
を
感

じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
教
職
員
の
熱
意
と
丁

寧
な
サ
ポ
ー
ト
力
で
就
職
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
、
高
い
就
職
率
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
が
説
明
の
中
か
ら
翌
理
解
で
き
ま
し

た
。

　

見
学
で
は
、
各
種
楽
器
類
を
使
用
し
て

多
様
な
音
源

の
収
録
に
対

応
で
き
る
「
レ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

ス
タ
ジ
オ
」
や

「HTI Vive

」

を
着
用
し
て

バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
を

体
験
す
る
な

ど
、
普
段
見

る
こ
と
の
で

き
な
い
充
実

し
た
施
設
・
設
備
は
ワ
ク
ワ
ク
感
満
載
で

し
た
。

　

ダ
イ
エ
ー
創
始
者
で
あ
る
中
内　

㓛
氏

が
創
設
し
た
大
学
。
商
学
・
経
済
学
・
経

営
学
に
加
え
、
製
品
開
発
か
ら
宣
伝
、
消

費
者
の
心
理
ま
で
、
広
大
な
領
域
を
持
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
の
あ
る
、
他
大

学
と
は
特
化
し
た
実
学
志
向
の
大
学
で
し

た
。

　

兵
庫
県
で
唯
一
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学

科
が
あ
り
、
「
売
れ
る
仕
組
み
」
を
考
え
、

生
み
出
し
た
商
品
を
「
流
通
・
物
流
」
す

る
。
多
数
の
企
業
や
自
治
体
・
団
体
と
連

携
し
た
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
実
践
し

て
い
る
点
は
興
味

深
い
も
の
で
し
た
。

　

「
Ｕ
Ｓ
Ｊ
の
成

長
に
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
あ
り
!?
」
の

模
擬
授
業
を
し
て

い
た
だ
き
、
身
近

な
内
容
を
確
か
な

デ
ー
タ
に
よ
り
分

析
す
る
な
ど
の
学

び
に
少
し
だ
け
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、

貴
重
な
体
験
が
で

き
ま
し
た
。

武
庫
川
女
子
大
学
・
短
期
大
学
部

関
西
学
院
大
学

神
戸
電
子
専
門
学
校

流
通
科
学
大
学
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自転車安全利用五則を守りましょう。自転車安全利用五則を守りましょう。自転車安全利用五則を守りましょう。
自転車は、車道が原則、歩道は例外 安全ルールを守る

子どもはヘルメットを着用

歩道は歩行者優先で、
車道寄りを徐行

車道は左側を通行

　

本
校
は
明
治
32
年
に

創
設
さ
れ
、
私
立
高
校

と
し
て
は
高
松
市
内
で

最
も
古
い
歴
史
を
も
っ

て
い
ま
す
。
６
階
建
て

の
校
舎
や
体
育
館
・
武

道
場
、
校
外
運
動
施
設
な
ど
の
恵
ま
れ
た
環
境

の
中
で
、
国
公
立
・
有
名
私
立
大
学
へ
の
現
役

合
格
を
目
指
す
特
別
進
学
コ
ー
ス
や
部
活
動
と

の
両
立
が
か
な
う
総
合
進
学
コ
ー
ス
、
資
格
取

得
や
社
会
人
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る

商
業
科
な
ど
一
人
一
人
の
個
性
を
伸
ば
す
べ
く
、

私
学
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

中
央
高
校
と
い
う
名
の
通
り
、
高
松
の
中
心

市
街
地
か
ら
ほ
ど
近
く
、
国
道
11
号
線
に
面
し

て
い
る
好
立
地
の
た
め
市
内
の
み
な
ら
ず
近
隣

の
郡
市
か
ら
も
多
数
の
生
徒
が
通
学
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
か
保
護
者
同
士
の
関
係
が
希
薄
な

一
面
も
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
の
活
動
は
活
発

に
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
３

年
前
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
協
力
で
き
る
こ
と

を
見
つ
け

よ
う
！
と

い
う
意
欲

的
な
役
員

の
方
々
に

後
押
し
さ

れ
、
ま
ず

は
文
化
祭

で
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
バ
ザ
ー

に
取
り
組

む
事
に
し

ま
し
た
。

　

初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
の
で
、
ど
の
よ
う
な

反
響
が
あ
る
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
中
か
ら
『
学
校

と
い
う
集
団
生
活
の
中
で
家
庭
と
は
違
う
子
供

の
姿
を
見
る
事
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
』
『
保

護
者
同
士
も
親
し
く
な
れ
、
子
供
の
友
人
関
係

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
』
な
ど
の
嬉
し
い
声

も
あ
が
り
、
さ
ら
に
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
力
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞

第
１
号
の
発
行
、
今
年
度
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
講

演
会
開
催
な
ど
年
々
活
動
の
場
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
研
修
旅
行
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
を

計
画
し
、
活
発
な
活
動
を
通
じ
て
会
員
が
交
流

を
深
め
、
互
い
に
学
び
合
う
こ
と
で
親
と
し
て

人
と
し
て
成
長
し
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
実
り

あ
る
高
校
生
活
を
送
る
環
境
づ
く
り
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

盲
学
校
は
、
明
治
41

年
に
開
校
し
た
、
香
川

県
で
唯
一
の
目
が
見
え

に
く
い
方
、
目
が
見
え

な
い
方
の
た
め
の
特
別

支
援
学
校
で
す
。
本
校

に
は
幼
稚
部
、
小
学
部
、
中
学
部
、
高
等
部
が

あ
り
、
幼
児
児
童
生
徒
は
、
教
科
学
習
の
他
に

点
字
の
習
得
や
白
杖
歩
行
な
ど
、
個
々
に
必
要

な
自
立
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

高
等
部
に
は
普
通
科
・
保
健
理
療
科
・
専
攻
科

理
療
科
が
あ
り
、
理
療
科
で
は
あ
ん
摩
マ
ッ

サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
の
資
格

取
得
に
向
け
た
職
業
教
育
が
行
わ
れ
、
成
人
の

方
も
学
ん
で
い
ま
す
。
全
校
で
29
名
と
い
う
少

人
数
の
学
校
で
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の

な
か
、
一
人
ひ
と
り
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大

限
に
伸
ば
す
教
育
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
・
高
等
部
の
生
徒
は
、
学
習
の
他
に
、
部

活
動
に
も
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
卓
球
部
の
サ

ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
テ
ニ
ス

は
選
手
が
ア

イ
マ
ス
ク
を

し
て
行
い
ま

す
。
鉛
玉
の

入
っ
た
音
の

鳴
る
ピ
ン
球
を
卓
球
台
の
上
に
転
が
し
て
ネ
ッ

ト
の
下
を
通
し
ラ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
合
い
ま
す
。

選
手
は
打
球
音
や
転
が
っ
て
来
る
音
を
聴
い
て

プ
レ
ー
し
ま
す
。
練
習
の
努
力
が
報
わ
れ
て
、

中
国
・
四
国
地
区
盲
学
校
体
育
大
会
で
毎
年
の

よ
う
に
団
体
戦
、
個
人
戦
で
優
勝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
野
球
部
は
伝
統
あ
る
チ
ー
ム
で
、
過
去

に
３
回
全
国
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ン

ド
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
（
盲
人
野

球
）
で
は
ピ
ッ

チ
ャ
ー
が
ボ
ー

ル
を
地
面
に
転

が
し
バ
ッ
タ
ー

が
バ
ッ
ト
で
打

ち
ま
す
。
転

が
っ
て
来
る

ボ
ー
ル
を
打
つ

の
は
か
な
り
の

技
術
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は

必
ず
ア
イ
シ
ェ
ー
ド
を
着
け
た
選
手
が
行
い

ま
す
。
卓
球
部
も
野
球
部
も
集
中
力
と
反
射

能
力
が
要
求
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て
は
、
体
育
祭
Ｐ
Ｔ
Ａ

種
目
、
ベ
ル
マ
ー
ク
の
回
収
・
整
理
作
業
、

親
睦
会
、
研
修
会
、
文
化
祭
保
護
者
バ
ザ
ー

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
文
化
祭
で

初
め
て
う
ど
ん
の
販
売
を
し
ま
し
た
。
ど
う

な
る
こ
と
か
と
少
し
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

う
ど
ん
屋
さ
ん
を
し
て
い
る
保
護
者
の
指
導

の
下
、
道
具
を
準
備
し
た
り
、
う
ど
ん
を
さ

ば
い
た
り
、
出
汁
や
薬
味
を
か
け
た
り
し
て

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
バ
ザ
ー
が
で
き
ま

し
た
。

　

毎
年
、
３
月
18
日
の
「
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の

日
」
に
は
全
校
生
徒
に
保
護
者
も
加
わ
っ
て

街
頭
に
立
ち
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
り
な
が
ら
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
大

切
さ
や
必
要
性
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
視

覚
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
社
会
の
中

で
生
活
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め

に
、
今
後
も
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

竹内昌彦氏講演会
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薬物乱用から子どもを守る家庭の役割について
～全国高Ｐ連より～

自転車運転交通ルール・マナーについて
～高Ｐ連より～

● 逸脱行動の誘惑に強い家庭を作る● 子どもの意識　～ 意外な落とし穴 ～
　子どもたちの周囲には、誘惑に満ちた世界が広がっています。
ふだんから薬物乱用だけだなく、様々な逸脱行動のリスクを想
定して、そのような行動をとりにくい家庭環境をつくることが
大切です。

１ あなた自身が模範となり、例となる
　保護者自身が一人の社会人として子どもたちから信頼され
る行動をすることが大切です、行動が子どもの目にどのよう
に映っているか、意識しましょう。

２ 子どもの人格を尊重し、敬意をもって接する
　子どもは一人ひとりが親とは別個の存在。まずは子どもの
人格や価値観を受け入れて対等な人間同士として接すること
が大切です。頭ごなしに自分の価値観を押し付けたりしない
ようにしましょう。

道路交通法上、自転車
は軽車両と位置付けら
れています。
したがって、歩道と車
道の区別があるところ
は車道通行が原則です。

自転車運転中に危険なルール違反（危険行為）を繰り返した人に「自転
車運転者講習」の受講が命じられます。
＊講習の対象となる「危険行為」とは、酒酔い運転、信号無視、一時不停止、右側通行など

自転車安全利用五則を守りましょう。自転車安全利用五則を守りましょう。自転車安全利用五則を守りましょう。自転車安全利用五則を守りましょう。自転車安全利用五則を守りましょう。自転車安全利用五則を守りましょう。自転車安全利用五則を守りましょう。
１ 自転車は自転車は、車道が原則車道が原則、歩道は例外歩道は例外自転車は、車道が原則、歩道は例外 ４ 安全ルールを守る安全ルールを守る安全ルールを守る

５ 子どもはヘルメットを着用子どもはヘルメットを着用子どもはヘルメットを着用
歩道では、すぐに停車
できる速度で、歩行者
の通行を妨げる場合は
一時停止しなければな
りません。

児童・幼児の保護責任者は、児童・幼児に乗車用
ヘルメットをかぶらせるようにしましょう。

３ 歩道は歩行者優先で、歩道は歩行者優先で、
車道寄りを徐行車道寄りを徐行
歩道は歩行者優先で、
車道寄りを徐行

自転車は、道路の左端に寄っ
て通行しなければなりません。

２ 車道は左側を通行車道は左側を通行車道は左側を通行

◆飲酒運転 ◆二人乗り ◆並進の禁止

◆夜間はライトを点灯 ◆信号遵守 ◆交差点での一時停止・安全確認

４ 健康で創造的な活動に取り組む
　親自身が人間関係を広げ、視野を広げましょう。時にはレ
クリエーションや地域行事に参加するなど、子どもと一緒に
作業したり周囲の様々な大人と交流したりする機会をつくり
ましょう。

３ 家族同士のコミュニケーションを活発にする
　親同士、子ども同士、親子間でいつでも話せる雰囲気づく
りに努めましょう。まずは先入観や思い込みなしに、子ども
の語るひと言ひと言にじっくり耳を傾けましょう。

（薬物乱用防止パンフレットより抜粋）

覚醒剤などの薬物を使うことを「個人の自由」と考えている高校生お割合

薬物乱用の害について誤った認識をもっている高校生の割合

　文部科学省が平成 24 年に行った薬物等に対する意識等調査では、薬物を使用することを「他人に迷惑をかけ
ないので、使うかどうかは個人の自由である」と回答した高校生は学年が上がるにつれて高くなり、高校 3 年生男
子では7.9％います。薬物乱用は自分で責任をもてば許されるという行為ではないことを明確に伝える必要があります。

　覚醒剤などの薬物を使った場合、1 回使っただけでも、死亡することがあることを「知らない」と回答した高校生は、
男女ともに約 4 割もいまう。1 回使っただけでも、異常に興奮したり、やる気がなくなったりすることは理解していても、
死に至ることの理解には達していないようです。保護者からも薬物乱用は 1 回でも死に至ることがある大変危険な行
為であると伝えることが大切です。
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「最高の気分が味わえる」

「一度だけなら大丈夫」

「やめようと思えば、　　
いつでもやめられる」

「やっているのは君だけじゃないよ」

「学校でも夜会でも相手にされなかかった」

「先輩から誘われ、一度くらいならと思った」

「親から虐待を受けた」「ダイエットに効く」

「お金はこの次でいいよ」

「身近にシンナーがあったので、　
　　　　　　　好奇心もあって」

「退屈で退屈で、　　　　　　　　
　　　死ぬほどイヤだったから」

「家族関係がうまくいかなかったので　
『シャブ』をやった」　　　　　　　　

巧みな誘い文句 薬物乱用の体験が
ある子どもたちの声
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香川県高等学校PTA連合会推薦 高 校 生 総 合 保 障 制 度

〈制度引受保険会社〉 〈制度に関するお問合わせ先　取扱代理店〉
㈲アワード
高松市出作町305－２　TEL:087-888-6131
TMG（トータルマネジメントグループ）
高松市円座町510－５　101　TEL:087-813-5808
㈱アイネクスト
高松市木太町1130－３　アイネクストビル２Ｆ　TEL:087-861-1177

高松支店

香川県高松市麿屋町8-1
富士火災高松ビル4F

TEL.087-821-8031

全国規模の大会で優秀な成果を収めた生徒の表彰全国規模の大会で優秀な成果を収めた生徒の表彰全国規模の大会で優秀な成果を収めた生徒の表彰
（平成28年2月1日～平成29年1月31日現在）

一般財団法人香川県高等学校教育振興会公益目的事業（助成事業）

高松工芸高校　デザイン科２年
横井春奈さん

  金賞（国土交通大臣賞）

〈第28回「森と湖のある風景画コンクール」〉

高松商業高校　書道部優　　勝

〈第９回書道パフォーマンス甲子園〉

最優秀賞

〈第37回全商プログラミング・コンテスト〉

高松工芸高校　デザイン科３年
川村　　聖さん 橋本　璃沙さん
溝口亜梨紗さん

坂出商業高校ビジネススキル部
コンピュータ部門

優勝（文部科学大臣賞）

〈第23回全国高校デザイン選手権大会〉

環境大臣賞

〈平成29年度愛鳥週間用ポスター原画コンクール〉
高松工芸高校　美術科３年
福井智恵美さん

高松工芸高校　機械科２年
大野椋太郎さん優　　勝

〈ジャパンマイコンカーラリー2017全国大会　Basic Class〉

平成29年度  主要行事予定案
第59回中国・四国地区
高等学校PTA連合会大会

山口
大会

●期　日　平成29年7月14日（金）
●会　場　海峡メッセ下関（下関市）

５月30日（火）

８月23日（水）
　～25日（金）

２月16日（金）

10月20日（金）
　・21日（土）

７月24日（月）

７月24日（月）

７月14日（金）

６月９日（水）
●第１回定例理事会（高Ｐ連・振興会）
●PTA活動推進功労者表彰式・高Ｐ連総会　並びに
　教育振興会定時評議員会

●第67回全国高Ｐ連大会静岡大会

●第24回大学・専門学校訪問研修会

●第３回定例理事会（高Ｐ連・振興会）

●第２回定例理事会（高Ｐ連・振興会）

●PTA会長等研修講演会

　演題：「社会と協働して進めるキャリア教育
　　　　　　　　～社会が求める資質・能力～」　　
　講師：清川メッキ工業株式会社（福井県）
　　　　　　　　　　 専務取締役　清川卓二氏

●第59回中国・四国地区高Ｐ連大会山口大会

第67回
全国高等学校PTA連合会大会

静岡
大会

●期　日　平成29年8月23日（水）～25日（金）
●会　場　静岡県小笠山総合運動公園エコパ
　　　　　静岡アリーナほか（袋井市・静岡市・浜松市）

第24回
大学・専門学校訪問研修会

京都
方面

●期　日　平成29年10月20日（金）・21日（土）
●訪問先　未定（京都の大学・専門学校）

★事務局では、「香川県高Ｐ連プラン」（交通・宿泊等）を企画、
　ご案内いたします。

★事務局では、「香川県高Ｐ連プラン」（交通・宿泊等）を企画、
　ご案内いたします。

★訪問先は８月中旬までに決定。決定次第ご案内いたします。

高松工芸高校
機械科３年　佐野　航汰さん
電気科３年　大井健太郎さん
　　　　　　清水　克哉さん
電気科２年　竹内　海人さん
　　　　　　谷本　衛亮さん

〈第11回高校生ロボットアメリカンフットボール全国大会　ロボット部〉

優　　勝

＜2017 年２月現在の内容です＞

高校生総合保障制度　高校生総合保障制度　平成29年度募集について平成29年度募集について高校生総合保障制度　平成29年度募集について
　県高Ｐ連が推薦している当保障制度は、24 時間のケガ・病気の補償はも
とより、期せずして高校生が自転車事故などの加害者となってしまった場
合の賠償金も補償されます。自転車事故や扶養者の不慮の事故などで直近
３年間では数千万円の保険金の支払いがあり、当保障制度ご加入により子
どもたちやご家族の経済的・精神的苦痛を少しでも和らげることができて
いると思っています。是非ともこの機会にご加入をご検討いただけますよ
うお願い申し上げます。

【更新について】
　本制度は１年ごとの自動更新となり、毎年更新案内にて
お知らせしております。また加入者数による団体割引等を
適用しておりますので、加入者数の増減や保険金支払実績
等に応じて割引率が変更となり、補償金額（保険金額）・
掛金（保険料）が変更となる場合がございます。変更後の
補償金額（保険金額）・掛金（保険料）は更新案内にてご
案内いたします。

̶ご加入手続きのご案内̶
パンフレット配布スケジュール

在校生は、終業式または始業式など、新入学生は、
合格者召集日などで配布されます。

第一次募集締切 平成29年3月31日（金）

補償（保険）期間 平成29年4月1日（土）より1年間

※卒業まで自動更新

A-000721（2018-03）

　
山口大会・静岡大会（第４分科会）において、本県
より県立高瀬高校が次のとおり発表されます。

香川県立高瀬高等学校　PTA 会長　矢野 智昭　氏

【家庭教育とPTA】
　　「学校と繋がり、子どもと繋がる」
　　　　　　　　　 ～ 学校とともに育む人間力 ～


